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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、裁判員と裁判官がそれぞれどのような情報処理の過

程を経て目撃証言の信頼性を評価するのか、その認知的なプロセスの一端を明らかにすること

である。模擬裁判実験や判例分析などの手法を用いて、目撃証言の信頼性がどのようにして評

価されるのか検討を行った。その結果、目撃証言の信頼性を推定可能と思われる情報が複数あ

る場合、個々の情報に対して、必ずしも排他的に重みづけが行われるわけではない可能性が示

唆された。情報の重み付けは、事案に含まれる他の情報の影響を受けて相互作用的に変化する

と考えられた。 

 
研究成果の概要（英文）：It was examined how judges / prospective lay judges assess the 
reliability of eyewitness identification. Mock trial experiments and text-mining of 
judicial precedents were conducted. Results showed that information relevant to the 
reliability doesn’t necessarily impact independently in assessing the reliability of 
eyewitness identification. The impacts of information might be modified by impacts of 
other information interactively. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、司法的な問題解決の場面に対して、
心理学的なアプローチが盛んに試みられて
いる。こうした心理学と法学との学際領域は、
裁判心理学や法心理学と呼ばれている。 

裁判心理学における重要なトピックのひ
とつに、目撃証言の信頼性評価に関する問題

がある。こうした問題についてはこれまでに
も様々な観点から議論がされてきており、例
えば証人の確信度（証人が自身の証言に対し
て持つ自信の程度）、犯人識別の対象の特性
（例えば目撃者と犯人が異なる人種である
こと）、目撃から犯人識別までの遅延といっ
た情報が、目撃証言に対する信頼性の判断に
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影響を及ぼす可能性が指摘されている。しか
しながら、先行研究の多くではこうした目撃
証言に対する信頼性評価の根拠となり得る
情報について個別に検討を行なっており、情
報間の相互作用を考慮した議論はほとんど
なされてこなかったように思われる。現実の
目撃事態において、特定の情報のみが排他的
に参照される、ということは稀であろう。複
数の情報が相互的に参照される可能性を考
慮する必要がある。 

また、目撃証言の信頼性評価に関する問題
は、市民や警察官などを対象として議論され
ることがほとんどであった。裁判官を対象と
した知見の積み重ねはほとんどない。裁判官、
市民、警察官による目撃証言の信頼性評価の
傾向や、信頼性を評価するまでの認知的な過
程（例えば、どのような情報に重きを置いて
目撃証言の信頼性を判断するのか）は、職業
的な位置づけを鑑みても、必ずしも同様では
ない可能性がある。裁判員と裁判官とが協働
して評議（有罪無罪や量刑を決定するための
議論）を行い、最終的な判決に至る裁判員裁
判において、目撃証言の信頼性評価のあり方
における両者の特性を明らかにすることは
きわめて重要である。 

 

２．研究の目的 

本研究では、目撃証言の正確さと関連する
複数の情報が交絡した文脈において後述す
る一連の研究を行い、第三者が行う目撃証言
の信頼性評価における認知的なメカニズム
の一端を明らかにする。上記の問題を検討す
ることで、裁判員制度や目撃証言に関する心
理学的研究が行われる上での、基盤となる知
見を示したい。 

裁判という現実の問題に対してアプロー
チを行うにあたっては、目撃証言の信頼性評
価における基礎心理学的な心的メカニズム
の解明のみならず、そうした機構が実際に裁
判の場面でどのように作用しているのかに
ついても検討する必要がある。そこで、本研
究では、まず単純化されたテキストベースの
事例を用いた基礎実験的な課題を行い、目撃
証言の信頼性評価における基本的な心的プ
ロセスの理解を試みた。そして次に、模擬裁
判実験を行い、より現実の裁判に近似させた
環境において目撃証言の信頼性評価のあり
方を検討した（後述の研究(1)～(3)）。さらに、
実際の判例（判決文）の内容を分析すること
で、裁判において実際にどのような観点から
目撃証言の信頼性が評価されているのか検
討を行った（後述の研究(4)～(5)）。 

 

（1）単純化された事例を用いた基礎的検討 

事案に含まれる情報の相互作用によって、
裁判員による目撃証言の信頼性評価のあり
方がどのように変化するかを調べる。本研究

では、子供の目撃証言の信頼性評価の文脈で
この問題を検討した。一般的に、子どもの証
言は、成人の証言に比べ、信頼性が低いと判
断されやすい。証人が子どもであるという要
素は、証言の信頼性を低める情報として作用
していると捉えることができるだろう。しか
しながら、一般的には、現実の目撃事態にお
いて、証言の信頼性評価に結びつく情報が証
人の年齢だけであるという状況は想定され
難い。実際には、目撃から証言までの遅延日
数や証人の確信度といった、ほかの複数の要
因も交絡して存在することを想定しなけれ
ばならない。 

そこで、本研究では、（1）証人の年齢に加
え、市民が証言の信頼性を判断する際に考慮
するとされるその他の要因として、（2）証人
の確信度、（3）凶器に関する詳細な供述の有
無、（4）目撃から犯人識別までの遅延日数が
交絡した事例を提示し、子どもの証言の信頼
性がどのように評価されるのかを検討する。 

 

（2）より複雑な模擬裁判事例を用いた検討 

実際の裁判では、裁判員はより複雑で膨大
な情報にふれることになる。音声と静止画に
よって構成された模擬裁判の様子を実験刺
激として用いることで、より複雑な情報処理
が行われる過程において、情報の相互作用が
目撃証言の信頼性評価にどのような影響を
およぼすのか検討を行う。 

 

（3）模擬裁判実験における評議の発話分析 

裁判員は、実際の裁判でどのような情報に
着目し、それをどのように評価するのか。こ
の問題を検討するためには、上記研究(1)、(2)

で行われた基礎実験の枠組みに加え、より現
実の裁判に近い状況での検討が必要になる。 

そこで本研究では、刑事事件の模擬審理の
様子を録画した映像刺激を提示し、これに基
づいて評議を行うという、模擬裁判実験を行
った。評議の過程を分析することで、実際の
裁判に近似した状況において目撃証言の信
頼性評価がどのようになされるか検討を行
った。 

 

（4）テキストマイニングの手法を用いた判
例分析 1： 裁判員裁判以前の判例を対象と
した分析 

裁判官が目撃証言の信頼性についてどの
ような信念を持ち、どのような認知的過程を
経て目撃証言の信頼性を評価するのかにつ
いて調べる。具体的には、裁判員制度が施行
される以前の判例のうち、目撃証言の信頼性
に言及しているものを収集し、これらに対し
て判例分析を行う。これにより、裁判官がど
のような情報に基づき、目撃証言の信頼性評
価を行うのかを検討する。 

 



 

 

（5）テキストマイニングの手法を用いた判
例分析 2： 裁判員裁判を対象とした分析 

裁判員裁判として行われた判例のうち、目
撃証言の信頼性に言及しているものを収集
し、これらに対して判例分析を行う。本研究
から得られた知見と、上記研究(4)で得られた
知見とを比較検討することで、裁判員の評議
への参加が目撃証言の信頼性評価に対して
どのような影響を及ぼしたのか検討を行う。 
 

３．研究の方法 

（1）単純化された事例を用いた基礎的検討 

刺激： 事件の目撃者が被疑者を犯人であ
ると同定する架空の事例を用いた（32 件）。
各事例は、証人の年齢（5歳、10 歳、15 歳、
20 歳）×証人の確信度（高、低）×凶器に関
する詳細な供述の有無×目撃から犯人識別
までの遅延日数（1日、1ヶ月）の 4要因か
らなる組み合わせによって構成された。事件
の背景などは含まずに、目撃証人と警察官の
やりとりを単純化して示したものであった。 
参加者： 52 人の大学生。 
手続き： 全 32 件の事例のうち、証人の

確信度が高い事例または低い事例のいずれ
か一方を参加者に提示した（各 16 件）。各事
例は、テキストによって提示された。参加者
は、各事例における目撃証言（犯人識別）の
信頼性について、7件法（1. 信頼できない―
7. 信頼できる）による評価を求められた。
実験は集団実験として行われた。 
 
（2）より複雑な模擬裁判事例を用いた検討 

刺激： 借金トラブルが原因で殺害に至っ
たとされ、目撃証言の信頼性が争点となった
殺人事件に関する模擬裁判映像刺激（石崎・
荒川・若林、2010）を改変して用いた。具体
的には、音声と静止画のみで構成し直すとと
もに、次の点について改変を行った。第一に、
事件の目撃証人が成人である事例と子ども
である事例を設けた。第二に、それぞれの事
例において、目撃証人の属性と受け答え方を
操作し、証人としての信頼性が高い条件と低
い条件とを設けた。 
参加者： 85 人の大学生。 
手続き： 参加者に上記の模擬裁判刺激を

提示し、その後で（1）目撃証人の証言はど
の程度信頼できると思うか等について評価
（９件法：1. 信頼できない―９. 信頼でき
る）を求めるとともに、（2）被告人が有罪で
あるか無罪であるか判断を求めた。 
 
（3）模擬裁判実験における評議の発話分析 

本研究では、模擬公判の様子を録画した映
像刺激を用いて模擬裁判実験を行い、テキス
トマイニングの手法により評議における裁
判員の発話の分析を行った。 
刺激： 目撃証言の信頼性が争点となった

殺人事件についての模擬公判映像刺激を用
いた。本映像の概要は、交際のもつれから知
人を殺害したとして起訴された被告人が、犯
行を否認しているというものであった。 

参加者： 大学生 11 人が裁判員役として
参加した。参加者は無作為に、6 人程度の小
グループ（評議体）に割り振られた。 

手続き： 参加者は評議帯ごとに模擬公判
映像を視聴し、その後で被告人が有罪か無罪
かについての議論（評議）を行った。 

 
（4）テキストマイニングの手法を用いた判
例分析 1： 裁判員裁判以前の判例を対象と
した分析 

裁判員制度が施行された平成 21 年 5月 21
日より前に結審した地方裁判所の判決文の
うち、「目撃」という語彙を含んできる直近
の 100 件を収集した。これらの判決文に対し
て、テキストマイニングの手法による判例分
析を行った。分析にあたっては、KH Coder（Ver. 
2. beta. 28b；樋口，2012）を用いた。これ
により、どのような観点から目撃証言の信頼
性が評価されているか検討を行った。 
 
（5）テキストマイニングの手法を用いた判
例分析 2： 裁判員裁判を対象とした分析 

裁判員制度が施行された平成 21 年 5 月 21
日から平成 24 年 5 月 7 日の間に結審した裁
判員裁判のうち、「目撃」という語彙を含ん
だ判決文 39 件を収集し、これらを分析の対
象とした。これらの判決文に対して、テキス
トマイニングの手法による判例分析を行っ
た。分析にあたってはKH Coder（Ver. 2. beta. 
28b；樋口，2012）を用いた。これにより、
どのような観点から目撃証言の信頼性の有
無が評価されているか検討を行うとともに、
上記(4)で得られた知見との比較検討を行っ
た。 
 
４．研究成果 
（1）単純化された事例を用いた基礎的検討 

各事例における証言の信頼性を従属変数
として、証人の年齢（4）×証人の確信度（2）
×凶器に関する詳細な供述の有無（2）×目
撃から犯人識別までの遅延日数（2）の 4 要
因分散分析を行った。 
その結果、（1）子どもの証言は、概して成

人に比べて信頼性が低いと判断される傾向
にあった。ただし、（2）“詳細な供述”、“高
い確信度”、“目撃から犯人識別までの遅延が
少ない”という情報を含む子どもの証言は、
これらの情報を含まない成人の証言と比べ
て信頼性が高いと判断された。証人が子ども
であるという情報の影響力は、目撃証言の信
頼性と関連する他の要因との相互作用によ
って、変化すると考えられた。 
また、（3）証人の確信度が証言の信頼性評



 

 

価に影響を及ぼしたのは、詳細な供述が得ら
れた場合のみであった。詳細な供述が得られ
なかった場合、確信度の高さは証言の信頼性
に影響しなかった。このことは、上記(2)に
おいて子どもの証言の信頼性を高めた情報
が、証言の信頼性に対して必ずしも独立的に
（加算的に）影響していなかった可能性を示
唆する。証言の信頼性に及ぼす情報の影響力
は、情報間の相互作用によって変化すると考
えられた。 
 
（2）より複雑な模擬裁判事例を用いた検討 

本研究で用いたのは証言の信頼性が唯一
の争点となる事案であったことから、被告人
に対する有罪無罪判断を従属変数とするこ
とで、情報の相互作用が証言の信頼性評価に
及ぼす影響を検討した。 
被告人が犯人であると判断される確率（有

罪率）について、目撃証人の属性（成人、子
ども）×目撃証人の確信度（高い、低い）の
4条件間で比較を行った。その結果、有罪率
は、子どもの証人が確信をもって証言したと
きにもっとも高く（81.0%）、成人の目撃証人
が確信をもって証言したときにもっとも低
かった（38.1%）。 
目撃証人の属性によって、証言の信頼性に

求められる基準が異なるのかもしれない。た
とえば、子どもであるという情報が信頼性評
価の基準を引き下げ、「子どもなのにきちん
と証言している」という、より積極的な評価
に至った可能性が考えられる。こうした結果
は、目撃証言の信頼性が必ずしも情報そのも
のによって評価されるとは限らず、証言と関
連する他の情報との相互作用によって変化
する可能性を示唆している。 
 
（3）模擬裁判実験における評議の発話分析 

評議で得られた発話データに基づき、どの
ような観点から証言の信頼性について評価
が行われているか検討を行った。その結果、
（1）目撃時の状況（酔っている状況で目撃、
暗がりで目撃）、（2）証人の特性（素行から
感じられるおおざっぱな性格）、（3）証言内
容の不合理性（凶器と同形のナイフを持って
いたが少し前になくした）、（4）証言に対す
る確信度に基づいて証言の信頼性が評価さ
れる傾向が見られた。 
このうち(4)証言に対する確信度に関する

参加者の認識は、先行研究で指摘されてきた
実証的知見とは異なる傾向であった。証言の
確信度と正確性の関係性について検討した
先行研究の多くによれば、必ずしも確信度の
強さは証言の信頼性を予測しないとされる
（例えば伊東・矢野、2005）。こうした素朴
理論と実証的知見とのかい離はこれまでも
質問紙研究において報告されてきており、今
回行動レベルにおいても同様の傾向にある

ことが確認されたといえる。 
 
（4）テキストマイニングの手法を用いた判
例分析 1： 裁判員裁判以前の判例を対象と
した分析 

まず、裁判のなかで行われる目撃証言の信
頼性に関する議論の全体像を把握するため
に次の分析を行った。「目撃」と共起する頻
度の高い語彙を調べたところ、Jaccard 係数
の上位 10語には「特徴」、「顔」、「状況」、「記
憶」、「条件」、「目」といった語が見られた。
目撃証言の信頼性評価にかかわる文脈にお
いてこうした共起語がどのような形で表れ
ているのかについて検討を行ったところ、犯
人等の特徴や、犯行等を目撃した際の様子を
描写する情報として用いられる傾向にある
ことが示された。 

次に、裁判官が具体的にどのような観点に
着目して目撃証言の信頼性を評価していた
のかについて検討を行った。その結果、（1）
観察条件（十分に目撃できたか）、（2）目撃
証言の整合性（他の証言等との一致性）、（3）
証言の迫真性・具体性、（4）証言に対する自
信の程度（確信度）等の観点から、目撃証言
の信頼性を評価していたことが確認された。 

このうち(4)証言に対する自信の程度が目
撃証言の信頼性を評価する際に 1つの根拠と
される傾向にあることは、上記研究(3)で示さ
れた模擬裁判員の判断傾向と同様であると
いえる。目撃証言の信頼性評価のあり方につ
いては、裁判官と裁判員とである程度共有可
能な認識があると考えられた。 

 
（5）テキストマイニングの手法を用いた判
例分析 2： 裁判員裁判を対象とした分析 

まず、裁判のなかで行われる目撃証言の信
頼性に関する議論の全体像を把握するため
に次の分析を行った。「目撃」と共起する頻
度の高い語彙を調べたところ、Jaccard 係数
の上位 10 語には「状況」や「特徴」といっ
た語が見られた。目撃証言の信頼性評価にか
かわる文脈においてこうした共起語がどの
ような形で表れているのかについて検討を
行ったところ、研究(4)と同様、犯人等の特徴
や、犯行等を目撃した際の様子を描写する情
報として用いられる傾向にあることが示さ
れた。 

次に、裁判官が具体的にどのような観点に
着目して目撃証言の信頼性を評価していた
のかについて検討を行った。その結果、研究
(4)と同様、（1）観察条件（十分に目撃できた
か）、（2）目撃証言の整合性（他の証言等と
の一致性）、（3）証言の迫真性・具体性、（4）
証言に対する自信の程度（確信度）等の観点
から目撃証言の信頼性を評価していたこと
が確認された。「目撃」に言及している裁判
員裁判の判例数に蓄積がないこともあり、裁



 

 

判員裁判施行前と比べて必ずしも明確な相
違は見られなかった。 

 

【まとめ】 
本研究の結果、目撃証言の信頼性を評価す

る際に参照される情報の重みづけが、先行研
究での議論の枠組みとは異なり、必ずしも情
報ごとに独立に行われているわけではない
可能性が示唆された。情報の重みづけは、事
案に含まれる他の情報の影響を受けて、相互
作用的に変化する可能性を指摘できる（図 1）。 
得られた知見を実際の裁判の場面に敷衍

して議論するためには、これまでの研究で用
いられてきたように、ある 1つの要因が証言
の信頼性評価に及ぼす影響を個別に検討す
ることに加えて、情報の相互作用というより
マクロな観点から、目撃証言の信頼性評価の
あり方を捉えなおす必要があると考えられ
た。 
 

 
図 1. 目撃証言の信頼性評価に至る情報処理
過程のモデル 
 
 
【今後の課題】 
裁判という多様な場面設定が想定される

現象を研究対象とする場合、研究で得られた
知見の一般性の程度を明らかにすることが
重要である。今後はさらに多様な事案を用い
て検討を重ねていくことで、本研究で示され
た成果がある程度の一般性をもった現象で
あるのか、それとも事案の性質に依存した現
象であるのか、知見を精緻化していく必要が
あるだろう。 
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